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議
会
の
あ
ら
ま
し

第３回　高原町議会臨時会において、同意2件、条例2
件、補正予算2件が提案され、原案どおり同意、承認、
可決しました。

【同意した事項】
　・監査委員の選任・・・・・・・・・・・・・・・松元和由紀さん・福澤卓志議員
【承認した事項】
　・高原町税条例の一部改正
　・国民健康保険税条例の一部改正
　・令和６年度高原町一般会計補正予算（第13号）・・・（補正額）２億４,２７８万２千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【補正予算】
　・令和７年度高原町一般会計補正予算（第１号）・・・（補正額）９,１４２万３千円
　　※主なもの　●畜産飼料（配合飼料）　１t当たり１,０００円の補助
　　　　　　　　●令和６年１～１２月の出荷された子牛、１頭に３,０００円の補助
　　　　　　　　●プレミアム付商品券（プレミアム率３０％）、１人１万円まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

５月
臨時議会

文教厚生常任委員会
委員長

副委員長

外　村　　   仁

福　澤　卓　志

郡　山　貞　利

委　員

末　永　　　充

委　員 陣　　　圭　介

委　員

温　水　宜　昭

総務経済常任委員会
委員長

副委員長

前　原　淳　一

委　員

山　下　香　織

委　員

西　嶋　陽　代

岩　元　礼　子

委　員

議会運営委員会
委員長

副委員長

郡　山　貞　利

山　下　香　織

西　嶋　陽　代

委　員

外　村　　   仁委　員

末　永　　　充委　員

議会だより編集委員会

副委員長

西　嶋　陽　代

山　下　香　織

郡　山　貞　利

岩　元　礼　子

一般会計予算・決算常任委員会
委員長

副委員長

委　員

末　永　　　充

西　嶋　陽　代

全 議 員 で 構 成

西諸広域行政事務組合
議　員

議　員

温　水　宜　昭

外　村　　   仁

監査委員 岩　元　礼　子

高原町監査委員
福　澤　卓　志監査委員

議会の在り方検討特別委員会
委員長

副委員長

委　員

岩　元　礼　子

福　澤　卓　志

全 議 員 で 構 成

公共施設の在り方特別委員会
委員長

副委員長

委　員

末　永　　　充

郡　山　貞　利

全 議 員 で 構 成

山　下　香　織

高原町都市計画審議会
委　員

委　員

委　員

岩　元　礼　子

委　員 西　嶋　陽　代

温　水　宜　昭

〈担当所管〉
　総務課・総合政策課・産業創生課・農政林務課
　・農畜産振興課・建設水道課・税務会計課など

〈担当所管〉
　町民課・福祉課・健康課・教育総務課・町立病
   院・峰寿園など

委員長

委　員

委　員

副議長の選挙や議会構成の選任等が行われました。
議長　前　原　淳　一 副議長　末　永　　充

よろしく
お願いしま

す。

予算総額  ７６億８,７２８万９千円
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議
会
の
あ
ら
ま
し

議
会
の
あ
ら
ま
し

第4回　高原町議会定例会において、報告3件、条例改
正4件、補正予算1件、その他1件が提案され、原案ど
おり可決しました。

６月
定例会

【報告案件】
　〇議決を得た契約の変更・・・・・・・・・・・町道柳野・今房線の契約額増額８１８万１千円
　〇令和６年度高原町一般会計予算繰越明許費繰越計算書（全11事業合計）３億７,５０２万３千円
　〇令和６年度高原町一般会計予算事故繰越し　繰越計算書（1事業）・・・・・・・２,４９７万円

 ・何に使われるのか。内訳は。
     ・後川内まちづくり準備委員会
　　  の経費５０万円と鳥獣被害
        対策に 4５０万円。

 ・Ｊ-ＡＬＥＲＴの更新だが、現
  在の機器は、いつ導入されたか。

     ・平成３０年度に導入した。機
　　　器の老朽化と運用変更に対応
        するため、更新が必要。

地域運営組織活動補助金
５００万円

災害対策費の備品購入
４８４万円

     ・既設の遊具を活用し、新たな
        施設整備は考えていない。
      ・遊具・プールは撤去予定。普
        通財産か行政財産か協議中。
　　・小塚区が管理する。

並木児童プール及び児童
遊園を廃止する。

     ・支払えない人への対応は。
　　・応能割： 応益割の比率は５０
　　　： ５０になるのか。

     ・個別に対応していく。
　   ・現在４６： ５４が 4８： ５２
        になる。近づけていく必要が
        ある。

国民健康保険税条例、所
得割総額を１００分の
１５.０１から１００分の
１６.０１に引き上げ

 ・納車日はどうなっているか。      ・引き渡し式を令和７年６月３０
　　  日に予定している。

事故繰越し２,４９７万円
は消防ポンプ自動車購入

議案第26号

議案第30号

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

⑦
外
村
　
仁

④
陣
　
圭
介

⑤
山
下
香
織

③
温
水
宜
昭

①
岩
元
礼
子

⑧
郡
山
貞
利

⑥
西
嶋
陽
代

②
福
澤
卓
志

⑨
末
永
　
充

⑩
前
原
淳
一

件　　　　　　名
議
決
結
果

国民健康保険税条例の一部を改正する条例

令和７年度高原町一般会計補正予算（第２号）

−○○○●○●○●●

○○○○○○○○

可
決

−●可
決

議  　案

番 　 号

賛否が分かれた案件

   〇高原町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例
　〇高原町畜産振興資金貸付基金条例の一部を改正する条例

【条例改正】
　〇国民健康保険税条例の一部を改正する条例

　〇高原町児童遊園の設置及び管理運営に関する条例

６８億１,８２７万２千円予算総額

【補正予算】
　〇令和７年度高原町一般会計補正予算（第2号）・・・・・・・・・（補正額）７,９８４万９千円

【その他】
　〇権利の放棄

A：

A：

A：

Q：

Q：
      ・子ども議会で遊具設置の要望
        があったが。
　　・用途廃止後の用地・施設は。
　　・小塚児童遊園は。

Q：

Q：

Q： A：

A：
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議
会
と
語
ろ
う
会
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文教厚生常任委員会　所管事務調査文教厚生常任委員会　所管事務調査

１．目　的

　　　今後の公立保育所の在り方や方向性について、町の方針及び職員・保護者の意見や

　　考えを調査し、町への提言に生かすことを目的とする。

２．調査日・場所　　令和 7年 2月 3日　　ほほえみ館　会議室

３．調査先　　健康課、高原町社会福祉協議会

４．調査内容

　　（１）利用者及び職員数

　　（２）現状と課題

　　　　・職員確保について

　　　　・職員の業務内容の変化について

　　（３）今後の方向性と体制

　　　　・令和 9年度以降公立保育所を

　　　　　どうするかについて

　　（４）保育現場の職員及び保護者の声

　　　　・公立保育所の存続について

　　　　・職員に対する処遇改善について

【まとめ】

　町内 3か所の公立保育所の指定管理を高原町社会福祉協議会が担っているが、指定管理

期間が残り 2年間となっている。小中学校の統廃合を行った後、保育所が今後どうなって

いくのか、職員をはじめ保護者のなかにも不安を感じている方からの声が上がっている。

また、施設の老朽化、児童数の減少、職員の確保および処遇改善など様々な課題を抱えて

いる。

　令和 7年 10月より新しい首長のもと、今後、公共施設の管理運営方針が決定されてい

くこととなるが、公立保育所の今後の方針を速やかに示され、様々な課題への対策を図っ

ていかれたい。議会としては、今回あげられた課題についてしっかりと提言していきたい。

公立保育所の今後について



（一般質問の様子）

答　
高
原
町
の
出
生
数
は
、
令
和
５
年
度

31
名
、
令
和
６
年
度
30
名
で
合
計
特
殊
出

生
率
は
１
・
60
で
あ
り
出
産
年
齢
人
口
の

減
少
が
課
題
と
考
え
て
い
る
。

問　
高
原
町
内
保
育
士
の
現
状
を
問
う
。

答　
町
内
の
保
育
施
設
で
は
配
置
基
準
等

は
満
た
し
て
お
り
、
不
足
等
の
相
談
は
無

い
。
高
原
町
で
は
令
和
４
年
度
か
ら
保
育

士
就
職
支
援
事
業
補
助
金
交
付
を
実
施
し

令
和
５
年
度
５
名
、
令
和
６
年
度
７
名
が

申
請
交
付
さ
れ
て
い
る
。

問　
５
歳
児
検
診
普
及
に
向
け
て
の
取
り

組
み
と
課
題
を
問
う
。

答　
高
原
町
で
は
「
む
じ
っ
こ
発
達
相
談

会
」
を
、
今
後
５
歳
児
検
診
へ
移
行
予
定

で
あ
る
。
課
題
と
し
て
集
団
健
診
担
当
医

師
不
足
と
事
後
フ
ォ
ロ
ー
の
体
制
づ
く
り

が
必
須
と
考
え
て
い
る
。

問　
公
立
保
育
所
の
在
り
方
を
問
う
。

答　
現
在
、
建
物
の
老
朽
化
状
況
や
各
保

育
所
の
入
所
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
公

募
方
法
も
含

め
協
議
し
て

い
る
。
私
の

任
期
中
に
方

向
性
を
お
示

し
し
た
い
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
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（一般質問の様子）

温水　宜昭議員
ぬくみず　 よしあき

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

高
原
町
公
立
保
育
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

高
原
町
公
立
保
育
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　
公
立
保
育
所
利
用
者
数
の
推
移
を
問

う
。

答　
①
狭
野
保
育
所
（
定
員
30
名
）　

令
和
５
年
度
16
名
・
令
和
６
年
度
14
名
・

令
和
７
年
度
16
名
。

②
後
川
内
保
育
所
（
定
員
30
名
）　

令
和
５
年
度
25
名
・
令
和
６
年
度
15
名
・

令
和
７
年
度
15
名
。

③
広
原
保
育
所
（
定
員
40
名
）

令
和
５
年
度
29
名
・
令
和
６
年
度
24
名
・

令
和
７
年
度
26
名
。

問　
後
川
内
、
広
原
保
育
所
で
実
施
さ
れ

て
い
る
放
課
後
居
場
所
対
策
事
業
の
今
後

を
問
う
。

答　
令
和
８
年
度
ま
で
は
継
続
し
、
そ
の

後
は
検
討
中
で
あ
る
。

問　
３
公
立
保
育
所
の
建
物
（
築
50
年
以

上
）
へ
の
対
応
を
問
う
。

答　
３
公
立
保
育
所
と
も
平
成
25
年
度
に

耐
震
補
強
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
耐

震
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

問　
高
原
町
出
生
数
の
推
移
と
課
題
を
問

う
。

問　
県
道
西
麓
・
小
林
線
の
５
差
路
の
交

差
点
か
ら
霧
島
団
地
方
面
に
向
か
う
町
道

は
、
幅
員
が
狭
く
離
合
場
所
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答　
用
地
買
収
な
ど
を
先
行
し
離
合
場
所

を
検
討
す
る
。

●
計
画
路
線
の
安
全
性

問　
二
葉
・
村
移
線
の
部
分
開
通
に
よ
り
、

通
行
量
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
一
旦
停
止

し
な
い
車
を
見
か
け
る
。

答　
早
期
着
手
を
目
指
し
て
い
く
。
ま
た

一
旦
停
止
の
周
知
を
お
こ
な
う
。

●
通
学
路

問　
高
原
小
学
校
前
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

で
は
、
マ
ナ
ー
違
反
車
を
多
く
見
か
け
る
。

今
後
の
対
応
は
。

答　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
見
直
し
や
交
通
ル

ー
ル
の
周
知
徹
底
等
、
学
校
と
連
携
し
取

組
ん
で
い
く
。

●
街
路
灯

問　
二
葉
・
村
移
線
の
整
備
完
了
区
間
は

街
路
灯
が
な
い
。
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
街
路
灯
、
も
し
く
は
防
犯
灯
で
の
対

街
路
整
備
と
地
域
安
全
対
策
に
つ
い
て

街
路
整
備
と
地
域
安
全
対
策
に
つ
い
て

応
の
両
面
か
ら
、
比
較
検
討
を
行
い
、
整

備
を
進
め
る
。

●
地
域
安
全
対
策　

問　
県
道
西
麓
小
林
線
と
町
道
二
葉
・
並

木
線
の
交
差
点
は
、
停
止
線
が
消
え
、
路

面
の
段
差
や
劣
化
が
進
ん
で
い
る
。
交
通

事
故
が
多
く
対
応
が
必
要
で
は
。

答　
一
体
的
な
補
修
対
応
を
県
及
び
公
安

委
員
会
に
要
望
し
て
あ
る
。

問　
様
々
な
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
よ

り
身
近
に
情
報
の
共
有
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答　
今
後
も
様
々
な
機
会
を
活
用
し
な
が

ら
地
域
安
全
の
啓
発
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

●
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

問　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
が
行
き
届
い
て

い
な
い
こ
と
へ
の
対
応
は
。

答　
地
域
か
ら
の
修
繕
要
望
を
伺
い
な
が

ら
、
優
先
し
て
順
次
進
め
て
い
く
。 ▲街路整備事業

二葉・村移線の取付道路

▲高原町社会福祉協議会



行
政
区（
再
編・刊
行
物
等
）に
関
し
、町
民
か
ら
の
意
見
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（一般質問の様子）

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

問　
切
れ
目
な
い
支
援
を
ど
う
す
る
か
。

答　
不
登
校
児
童
や
保
護
者
が
相
談
可
能

な
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民
間
施
設
の
情
報

は
、
必
要
に
応
じ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
追
記
を
協
議
す
る
。

問　
学
校
外
の
施
設
の
利
用
は
、
指
導
要

録
上
、
出
席
扱
い
に
な
る
か
。

答　
要
件
を
満
た
せ
ば
、
出
席
扱
い
と
す

る
。
様
々
な
学
び
の
場
の
必
要
性
は
、
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
休
日
や
夏
休
み
に
、
自
習
で
き
る
場

所
が
必
要
。
中
学
校
の
図
書
室
開
放
は
、

ど
う
な
っ
た
か
。

答　
夏
休
み
の
前
半
と
後
半
の
各
１
週
間
、

開
放
す
る
。
主
に
中
学
生
を
対
象
と
し
て

い
る
。
大
人
は
対
象
外
だ
が
、
今
後
検
討

す
る
。

●
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

問　
既
存
施
設
で
取
り
組
む
に
は
、
問
題

が
あ
る
が
、
実
施
す
る
の
か
。
慎
重
な
対

応
を
。

答　
令
和
８
年
度
の
実
施
に
向
け
て
、
体

制
整
備
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
予
定
。

●
広
報
た
か
は
る

問　
発
行
部
数
は
妥
当
か
。
内
容
を
精
査
、

ペ
ー
ジ
数
を
減
ら
す
な
ど
し
て
、
主
要
な

ペ
ー
ジ
は
カ
ラ
ー
に
し
て
ほ
し
い
。

答　
３
，
５
０
０
部
は
妥
当
。
内
容
や
発

行
部
数
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
も
含
め
協
議
す

る
。
配
布
場
所
も
協
議
す
る
。　

（一般質問の様子）

西嶋　陽代議員
にしじま　   はるよ

福澤　卓志議員
ふくざわ　   たくじ

●
子
ど
も
の
教
育
環
境

問　
特
別
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
児
童

生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
本
町
は
。

　
高
原
小
の
特
別
支
援
学
級
は
４
ク
ラ
ス

あ
る
が
、
設
置
数
は
充
分
か
。
通
級
指
導

教
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
１
週
間
に

１
時
間
し
か
通
え
な
い
。
時
間
数
を
増
や

せ
な
い
か
。

答　
特
別
支
援
教
育
へ
の
理
解
の
深
ま
り

と
、
き
め
細
や
か
な
支
援
を
期
待
す
る
本

人
や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

為
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
支
援
学
級
の
設

置
数
は
確
保
で
き
て
い
る
。
通
級
指
導
教

室
の
授
業
時
数
は
、
週
１
時
間
が
適
正
。

問　
学
び
の
多
様
化
学
校
を
作
れ
な
い
か
。

答　
県
内
や
全
国
的
な
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
調
査
研
究
し
て
い
る
。

一
歩
先
の
教
育
環
境
を

一
歩
先
の
教
育
環
境
を

●
行
政
区

問　
人
口
減
少
に
あ
っ
て
、
各
区
の
運
営

が
厳
し
い
中
、
区
長
の
成
り
手
不
足
や
班

長
な
ど
の
役
割
を
押
し
付
け
合
い
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
く
が
、
適
正

規
模
へ
の
再
編
が
必
要
で
は
。

答　
令
和
６
年
７
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。
再
編

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
か
ら
の
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
、
検
討
を
開
始
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

●
広
報
誌
及
び
回
覧
物
等

問　
紙
媒
体
で
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
出
来
る
た
め
、

受
け
取
っ
て
い
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
版
で
事

足
り
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ

た
が
。

答　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
、

広
報
誌
の
デ
ジ
タ
ル
版
や
回
覧
物
等
の
存

在
に
関
す
る
周
知
を
強
化
し
て
い
く
が
、

紙
媒
体
で
の
情
報
発
信
は
続
け
て
い
く
。

問　
本
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
は
。

答　
令
和
７
年
５
月
末
１
，
２
３
８
名
。

●
職
員
定
数
等

問　
現
在
の
正
規
職
員
数
は
。

答　
令
和
６
年
４
月
現
在
１
１
５
人
、
全

会
計
（
水
道
、
病
院
等
）
合
わ
せ
て
１
６

３
人
。

問　
本
町
は
課
が
多
い
の
で
は
。

答　
現
在
14
課
で
あ
る
が
、
少
子
高
齢
化

を
含
め
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め

に
は
適
正
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
専
門
職
職
員
の
配
置
は
適
正
か
。

答　
数
年
後
に
退
職
を
迎
え
る
職
員
も
い

る
た
め
、
採
用
の
必
要
性
を
考
え
て
い
る
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
数
は
。

答　
令
和
７
年
４
月
現
在
、
教
育
委
員
会

29
名
、
病
院
29
名
、
そ
れ
以
外
75
名
、
合

計
１
３
３
名
。

問　
給
与
の
総
額
は
。

答　
３
億
８
，
８
０
５
万
円
。

●
防
災
行
政

問　
児
童
生
徒
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
登
校
が
適

正
で
あ
っ
た
か
。

答　
新
燃
岳
噴
火
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
に
伴

い
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は
噴
石
の
注
意
が

必
要
で
あ
る
た
め
。

問　
小
中
学
生
の
着
用
が
必
要
な
ら
ば
町

民
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
呼
び
か
け
も

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
徒
歩
で
歩
く
大
人
に
関
し
て
は
、
注

意
喚
起
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
強
制
は

出
来
な
い
。

▲学びの多様性

行
政
区（
再
編・刊
行
物
等
）に
関
し
、町
民
か
ら
の
意
見



（一般質問の様子）

●
水
道
事
業

問　
工
事
業
者
は
２
社
と
な
っ
て
お
り
、

宅
地
内
漏
水
等
の
修
理
や
、
水
回
り
の
改

修
工
事
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
も
影
響
が

出
て
お
り
、
今
後
は
公
共
工
事
に
も
影
響

が
出
て
く
る
懸
念
が
あ
る
。
先
送
り
せ
ず
、

今
真
剣
に
考
え
取
り
組
ん
で
い
か
な
い
と

水
道
事
業
そ
の
も
の
が
崩
壊
し
か
ね
な
い

状
況
に
あ
る
の
で
は
。

答　
現
状
２
社
で
は
対
応
が
難
し
い
こ
と

を
確
認
し
、
今
後
の
進
め
方
な
ど
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新
た
な
業
者
選

定
に
あ
た
っ
て
は
、
指
名
願
い
届
出
業
者
、

ま
た
は
一
般
公
募
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

令
和
８
年
度
よ
り
新
体
制
で
取
り
組
め
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
技
術
者
を
公
募
す
る
こ
と
で
公
務
員

の
技
術
者
と
し
て
、
今
ま
で
業
者
が
担
っ

て
き
た
軽
微
な
工
事
を
行
う
こ
と
で
住
民

サ
ー
ビ
ス
も
整
う
の
で
は
。

答　
工
具
、
機
材
、
重
機
車
両
な
ど
の
設

備
投
資
や
様
々
な
検
討
課
題
が
あ
る
。

現
行
通
り
工
事
業
者
に
お
願
い
し
て
い
く
。

問　
働
き
方
改
革
が
言
わ
れ
る
中
、
業
者

は
依
頼
が
あ
れ
ば
土
日
祭
日
関
係
な
く
出

向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
以
上
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

答　
水
道
工
事
発
注
も
急
な
修
繕
工
事
等

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
長
め
の
工
期
設
定

を
す
る
な
ど
配
慮
に
努
め
て
い
る
。　

●
団
地
問
題
に
つ
い
て

問　
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
た
収
入
基
準
の

見
直
し
は
。

答　
収
入
基
準
は
国
の
法
令
に
基
づ
き
自

治
体
裁
量
で
変
更
で
き
ず
、
15
万
８
千
円

未
満
を
適
用
中
。
生
活
困
窮
世
帯
の
実
態

調
査
と
、
基
準
見
直
し
の
必
要
性
を
検
討

し
て
い
く
。

問　
空
室
の
再
活
用
は
。

答　
再
活
用
に
向
け
た
改
修
や
用
途
変
更

・
大
規
模
修
繕
・
用
途
廃
止
等
を
計
画
。

問　
ペ
ッ
ト
飼
育
可
能
な
エ
リ
ア
の
導
入

は
。

答　
現
行
で
は
ペ
ッ
ト
飼
育
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
が
、
議
会
で
の
質
問
を
受
け
、
現

状
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
や
他
自
治
体
の
取
り

組
等
を
調
査
研
究
中
で
あ
る
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ議会だより　たちばな　08

（一般質問の様子）

前原　淳一議員
まえはら　 じゅんいち

山下　香織議員
やました　   かおり

●
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

問　
世
代
間
交
流
や
憩
い
の
場
、
健
康
増

進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
進
行
に
は
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
が
最
適
と
思
わ
れ
る
。
心
身
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
さ
れ
る
こ
と
で
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
に
も
繋
が
り
、
ま
た
公
認
コ
ー
ス

と
す
る
こ
と
で
全
国
規
模
の
大
会
が
開
催

で
き
、
観
光
振
興
に
も
効
果
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
建
設
の
考
え
は
。

答　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
普
及
を
通

じ
、
世
代
間
交
流
や
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ

の
活
性
化
や
、
身
体
の
健
康
維
持
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
観
光
振
興
等
期

待
は
で
き
る
が
、
設
備
投
資
、
維
持
管
理
を

考
え
る
と
現
時
点
で
は
予
定
し
て
い
な
い
。

「
議
員
と
語
ろ
う
会
」
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
作
っ
て
！

「
議
員
と
語
ろ
う
会
」
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
作
っ
て
！

▲高崎パークゴルフ場

●
観
光
促
進
に
つ
い
て

問　
高
原
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
の
現
状
と
そ
の

効
果
、
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
本
町
に
は
自
然
や
神
話
、
温
泉
な
ど

多
く
の
観
光
資
源
が
あ
る
が
、
県
内
外
へ

の
発
信
が
十
分
と
は
言
え
ず
、
集
客
や
滞

在
型
観
光
の
繋
が
り
が
限
定
的
で
あ
る
と

認
識
。
令
和
５
年
度
に
Ｐ
Ｒ
係
を
設
置
し

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
進
め
フ

ォ
ロ
ワ
ー
数
も
伸
び
て
い
る
。
今
後
は
デ

ジ
タ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
制
作
や
、
地
域

資
源
を
活
か
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
磨
き
上
げ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
活
用
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

層
へ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強
化
な
ど
、
多

角
的
な
Ｐ
Ｒ
展
開
を
目
指
す
。

地
域
活
性
化
の
為
に
や
る
べ
き
事
！

地
域
活
性
化
の
為
に
や
る
べ
き
事
！

▲皇子原公園

▲町営住宅



が
、
本
町
の
進
む
べ
き
施
設
整
備
の
方
向
、

方
針
を
妥
当
と
認
め
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

●
廃
校
施
設
に
つ
い
て

問　
学
校
廃
校
後
の
管
理
計
画
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
頻
度
で
、
だ
れ
が
主
体
と
な

っ
て
管
理
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
跡
地
利

用
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

答　

廃
校
後
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
光
熱

水
費
の
契
約
の
あ
り
方
や
施
設
の
修
繕
、

敷
地
の
草
刈
り
等
、
多
岐
に
わ
た
る
上
、

狭
野
、
広
原
、
後
川
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利

用
計
画
に
応
じ
て
の
対
応
も
必
要
と
な
る

た
め
、
現
時
点
で
誰
が
ど
の
よ
う
に
管
理

す
る
の
か
決
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら

協
議
の
場
を
設
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

学
校
跡
地
の
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
学

校
跡
地
に
関
す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
、
地
域
住
民
や
町
の
各
分
野
の

代
表
者
な
ど
と
、
役
場
で
一
緒
に
検
討
す

る
方
向
で
、
秋
ご
ろ
ま
で
に
跡
地
活
用
の

検
討
委
員
会
を
設
置
す
べ
く
、
現
在
準
備

を
行
っ
て
い
く
。

09　議会だより　たちばな　

（一般質問の様子）

時
期
に
つ
い
て
は
主
催
の
商
工
会
へ
情
報

提
供
を
行
い
た
い
。

●
小
中
学
校
統
廃
合
関
連
の
進
捗
に
つ
い
て

問　
各
学
校
の
共
通
備
品
関
連
の
取
扱
い
は
。

答　
廃
棄
す
べ
き
備
品
と
使
え
る
備
品
の

整
理
を
行
い
、
新
た
な
小
中
学
校
が
必
要

と
し
な
い
備
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
統

合
後
の
検
討
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

●
公
共
施
設
整
備
の
方
針
に
つ
い
て

問　
整
備
の
優
先
順
位
等
を
早
く
決
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
保
育
所
の
指
定
管
理
が
令
和
８
年
度

ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
統
合
が
決
ま

っ
て
い
る
小
中
学
校
に
つ
い
て
、
答
申
が

目
標
年
度
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

事
等
を
含
ん
だ
形
で
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

外村　　仁議員
ほかむら　      ひとし

（一般質問の様子）

郡山　貞利議員
こおりやま    さだとし

●
今
後
の
公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　
学
校
、
病
院
、
庁
舎
な
ど
老
朽
化
や

人
口
減
少
問
題
を
抱
え
る
な
か
、
今
後
の

公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
諮
問
さ
れ
、

３
月
に
は
答
申
が
出
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
答
申
内
容
を
踏
ま
え
今
後
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
考
え
か
。

答　

「
公
共
施
設
等
整
備
の
基
本
方
針
」

の
内
容
を
現
状
に
沿
う
よ
う
見
直
し
を
行

っ
た
方
針
内
容
に
つ
い
て
、
高
原
町
公
の

た
て
も
の
等
整
備
検
討
委
員
会
へ
意
見
を

求
め
た
。
学
校
、
中
央
公
民
館
を
含
む
役

場
庁
舎
等
、
保
育
所
、
体
育
館
に
つ
い
て
、

安
定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
社

会
環
境
、
本
町
の
財
政
状
況
、
財
源
確
保

な
ど
、
総
合
的
、
長
期
的
、
多
面
的
な
視

点
で
整
備
し
て
い
く
と
い
っ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
整
備
す
る
優
先
順
位
に
つ
い

て
は
明
記
し
て
な
い
が
、
「
学
校
建
設
は
、

早
急
に
財
源
の
確
保
を
図
り
、
建
設
目
標

年
度
を
定
め
る
こ
と
」
な
ど
各
施
設
整
備

等
に
対
す
る
意
見
、
要
望
等
が
付
さ
れ
た

公
共
施
設
に
つ
い
て

公
共
施
設
に
つ
い
て

●
文
化
・
伝
統
の
継
承
に
つ
い
て

問　
郷
土
芸
能
（
神
楽
な
ど
）
を
見
せ
る

場
所
を
つ
く
れ
な
い
か
。

答　
保
存
会
の
意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
本
来
行
事
以
外
の
公
演
等

に
つ
い
て
は
保
存
会
の
余
力
を
確
認
し
な

が
ら
行
わ
な
い
と
支
障
を
き
た
す
と
考
え

て
い
る
。
映
像
の
み
残
っ
て
い
る
郷
土
芸

能
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
施
設
管
理
や
機

材
確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、
手
軽
に
多
く

の
方
に
視
聴
い
た
だ
く
手
段
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
や
動
画
配
信
サ
イ
ト
で
の

公
開
が
有
効
と
考
え
て
い
る
。

問　
昔
な
が
ら
の
遊
び
や
伝
統
を
残
す
た

め
に
観
光
と
結
び
付
け
て
㏚
で
き
な
い
か
。

答　
地
域
の
方
々
の
意
向
や
意
見
を
賜
り

な
が
ら
Ｐ
Ｒ
等
に
活
か
し
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問　
祭
り
の
開
催
時
期
の
見
直
し
は
。

答　
日
本
発
祥
地
祭
り
は
宮
崎
市
、
奈
良

県
橿
原
市
と
の
連
携
等
が
あ
る
た
め
慎
重

に
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
夏
祭
り
の
開
催

文
化・伝
統
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に

文
化・伝
統
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に

▲広原小学校

▲御田植祭の様子
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（一般質問の様子）

的
な
進
捗
を
伝
え
ら
れ
る
状
況
に
至
っ
て

い
な
い
。

問
　
検
討
さ
れ
て
い
た
内
容
は
。

答　
職
員
へ
の
働
き
か
け
禁
止
の
要
綱
を

作
成
し
住
民
に
周
知
し
た
。
条
例
は
過
剰

で
あ
る
と
い
う
整
理
。

問
　
地
公
法
に
は
、
国
家
公
務
員
法
の
規

制
を
念
頭
に
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
措

置
を
講
ず
る
べ
き
と
す
る
規
定
が
あ
る
が
。

答　
退
職
者
に
働
き
か
け
行
為
規
制
及
び

規
制
違
反
に
対
す
る
制
裁
措
置
を
記
載
し

た
文
書
を
交
付
し
て
い
る
。

問
　
現
状
だ
け
で
法
の
趣
旨
は
満
足
す
る

も
の
と
お
考
え
か
。

答　
働
き
か
け
に
対
す
る
規
制
等
は
で
き

て
い
る
と
認
識
す
る
。

問
　
天
下
り
を
条
例
で
厳
格
に
禁
止
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町
は
。

答　
同
様
の
条
例
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
元
職
員
に
対
す
る
再
就
職
情
報
の
届

出
義
務
を
条
例
で
定
め
ら
れ
る
が
。

答　
罰
則
も
含
め
条
例
や
要
綱
等
で
制
度

化
す
る
方
向
で
調
査
研
究
す
る
。

問
　
外
郭
団
体
の
設
立
が
天
下
り
先
の
確

保
に
映
る
場
合
が
あ
る
。
公
平
公
正
な
行

政
の
姿
勢
の
示
し
方
に
つ
き
考
え
は
。

答　
国
家
公
務
員
法
、
地
公
法
に
照
ら
し

な
が
ら
条
例
、
要
綱
等
を
検
討
し
て
参
り

た
い
。

河
川
や
農
業
用
水
利
施
設
を
利
用
で
き
る

こ
と
か
ら
、
土
地
改
良
区
、
民
間
、
地
域

住
民
主
体
に
よ
る
小
水
力
発
電
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。
小
水
力
発
電
導
入
の
メ
リ

ッ
ト
や
国
・
県
の
補
助
事
業
等
町
民
に
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
く
、
ま
た
導
入
要
望

が
あ
っ
た
場
合
は
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
手
助
け
を
行
っ
て
い
く
。

●
環
境
保
全
に
つ
い
て

問
　
不
法
投
棄
防
止
対
策
や
、
環
境
保
全

の
取
り
組
み
は
。

答　

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
、
不
法
投
棄

が
多
い
場
所
へ
の
カ
メ
ラ
や
看
板
の
設
置
、

公
用
車
へ
不
法
投
棄
抑
制
を
促
す
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
り
、
町
民
の
目
に
不
法
投
棄
の

違
法
性
を
周
知
す
る
な
ど
様
々
な
対
応
を

行
っ
て
い
く
。
住
民
意
識
も
変
え
て
い
く

よ
う
な
啓
発
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問 

こ
こ
が
聞
き
た
い　
　
　

Ｑ
＆
Ａ

（一般質問の様子）

陣　　圭介議員
じん　   　  けいすけ

岩元　礼子議員
いわもと　   れいこ

●
地
域
公
共
交
通

問
　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
時
間
帯
の
設

定
に
つ
き
課
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答　
一
般
タ
ク
シ
ー
と
の
棲
み
分
け
や
輸

送
効
率
等
配
慮
す
べ
き
点
は
あ
る
が
、
主

に
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て
様
々
な
意

見
を
参
考
に
し
、
よ
り
使
い
や
す
い
制
度

構
築
に
向
け
検
討
す
る
。

問
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有
効
活
用
事
例
と

し
て
、
登
下
校
時
の
空
席
の
一
般
の
方
に

よ
る
活
用
や
、
登
下
校
時
間
外
の
乗
合
バ

ス
と
し
て
の
活
用
の
意
見
が
あ
る
が
。

答　
混
乗
化
は
理
解
を
得
る
こ
と
が
困
難

だ
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
乗
合
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
導
入
す
る
車
両
が
大
き
い
等
、
未

解
決
の
課
題
も
あ
る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

●
退
職
管
理

問
　
天
下
り
規
制
条
例
に
つ
き
、
過
去
に

必
要
で
あ
る
と
の
答
弁
を
得
て
い
る
が
、

そ
の
後
の
進
捗
は
。

答　
現
時
点
で
、
制
度
導
入
に
つ
き
具
体

天
下
り
は
適
正
に
規
制
す
べ
き
！

天
下
り
は
適
正
に
規
制
す
べ
き
！

●
宮
崎
県
酪
農
公
社
解
散
に
つ
い
て

問
　
酪
農
公
社
解
散
に
伴
う
酪
農
家
が
預

け
て
い
る
23
頭
（
４
月
現
在
）
の
預
託
牛

の
対
応
は
。

答　

県
酪
農
公
社
か
ら
全
国
酪
農
業
協
同

組
合
連
合
会
の
預
託
事
業
へ
移
行
す
る
予

定
。
酪
農
家
の
意
向
と
し
て
は
、
小
林
市

営
牧
場
へ
の
預
託
や
県
外
へ
の
預
託
な
ど

検
討
中
で
あ
る
。
今
後
町
の
対
応
は
関
係

機
関
と
酪
農
家
の
労
働
力
負
担
軽
減
に
つ

な
が
る
協
議
を
実
施
し
て
い
く
。

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
小
水
力
発
電

所
に
つ
い
て

問
　
小
水
力
発
電
所
の
取
り
組
み
は
。

答　

高
原
の
小
水
力
発
電
の
現
状
は
狭
野

地
区
の
農
業
水
利
施
設
を
活
用
し
た
小
水

力
発
電
所
１
箇
所
の
み
。
低
炭
素
・
循
環

型
社
会
の
実
現
の
為
に
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
は
重
要
で
あ
り
、

特
に
小
水
力
発
電
は
集
落
周
辺
を
流
れ
る

▲小水力発電発電所

宮
崎
県
酪
農
公
社
解
散
に
つ
い
て

宮
崎
県
酪
農
公
社
解
散
に
つ
い
て



１１　議会だより　たちばな　

令和７年４月１日～６月３０日まで
〇富山県朝日町議会行政視察受け入れ

議　会　の　動　き

○５月１４日、富山県朝日町議会が来庁され、
　「地域商社と連携した事業継承」について
　行政視察が行われました。

〇「議員と語ろう会」の町長報告

○６月１３日、「議員と語ろう会」において
　提案された意見や要望等を町長へ報告しま
　した。

議会だより編集委員会

全員協議会

議会の在り方検討特別委員会

公共施設の在り方検討特別委員会

議会報告会「議員と語ろう会」

５月臨時会

子牛品評会（議会賞の授与）

富山県朝日町行政視察受け入れ

子牛品評会（議会賞の授与）

議会運営委員会

全員協議会

６月定例会

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会

議会の在り方検討特別委員会

「議員と語ろう会」の町長報告

※その他、議長については議長用務があります。

４
　
　
　
　
月

６
　
　
　
　
　
月

５
　
　
　
月

１５日

21日〜

  24日

11日〜

  13日

１４日

１２日

１３日

１日

１日

２日

２日

４日

６日

〇県知事との意見交換会

○３月２５日、河野知事と懇談。
　県の方針を伺い、町の要望等を届けました。

○４月１０日、丸山県議と下沖県議より、令和７年度
　県予算について説明があり、意見交換を行いました。

〇西諸県選出県議の県政報告会

※この他議員活動として町や各種団体主催の公的行事への出席等を行っています。

議会活動に付随する主な議員活動



議
会
だ
よ
り

92
No.

■
発
行
日
／
令
和
７
年
７
月
15
日 

■
発
行
／
高
原
町
議
会 

■
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

   

〠
8
8
9
ー
4
4
9
2 

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
西
麓
8
9
9
番
地  

☎(

0
9
8
4)

42

−

5
1
3
8

編集後記編集後記編集後記

高原音頭で笑顔

請願・陳情を出される方は８月２６日（火）までにご提出下さい。

詳細は町公式ホームページにて
高原町議会事務局　☎４２-５１３８

９月定例会は

本会議は午前１０時開会

９月3日（水）～
※質問者数により日程が決まります。

ＹｏｕＴｕｂｅでもご覧いただけます。

あなたの夢を応援します!!

            ようやく梅雨があけたと
　　　　　思ったら、とたんに真夏日…。
この夏は、どうなるのでしょう。新燃岳も
噴火し、予断を許さない状況です。熱中症対策は
万全にしましょうね。
　梅雨の合間に、道端で、びっくりする花木を見
つけました。私の頭ほどもある花です。泰山木
（たいざんぼく）というそうです。初めて？！見
ました。花言葉は「前途洋々」。
　議会だよりは、新しいメンバーで編集します。
わかりやすく、関心を持っていただけるようにが
んばります。
                     編集委員長　西嶋 陽代

【編集委員】西嶋 陽代　岩元 礼子　山下 香織　郡山 貞利
よろしく

 お願いし
ます。よろしく

 お願いし
ます。

宮部　朋子さん
（鹿児山区）

みやべ　 ともこ

４月から自転車通学です。

スラックス
なので、こぎやすい

です。

ヘルメット
も自分の好きなのを

かぶれるよ
うになり嬉

しいです。

（上広原区）
永山　良子さん
ながやま  りょうこ

恒吉　 縁さん
（出口区／高原中１年）

つねよし　ゆかり

美しい自然が残る

　高原町は、日々の暮らしを

　　とても心豊かにしてくれま
す。

　　　　　（埼玉県より移住）

議会を傍聴しませんか？
議会を傍聴しませんか？

乗合いタクシーで

議会傍聴に参りました。

一般質問、

楽しかったです
よ。
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